
C O N T E N T S
お見事！雫石排球団

　第31回全日本バレーボール小学生大会
岩手県大会が、6月25日、26日に八幡
平市を主会場に行われ、雫石排球団（林崎
正邦監督、部員12人）が女子参加73チー
ムの頂点に立ち、見事初優勝を飾りました。
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総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
て
町
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
描

き
出
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め

の
指
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　

第
二
次
雫
石
町
総
合
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
代
表
に
よ
る
総
合
計
画

審
議
会
の
開
催
、
住
民
意
識
調
査
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
住

民
意
向
を
取
り
入
れ
、
住
民
と
行
政
が
一

体
と
な
り
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基
本

計
画
」「
実
施
計
画
」
の
三
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
基
本
構
想
」
▽
ま
ち
づ
く
り
の
全
領
域

に
わ
た
る
長
期
的
な
目
標
で
、
町
と
し
て

目
指
す
べ
き
姿
や
方
向
性
を
示
し
た
も
の
。

「
基
本
計
画
」
▽
基
本
構
想
を
実
現
す

る
た
め
、
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
基
本

施
策
を
定
め
た
も
の
。

「
実
施
計
画
」
▽
基
本
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
実
行
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事

業
を
示
し
た
も
の
。

◆
総
合
計
画
と
は

第
二
次
雫
石
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　町は、「住民主役のまちづくり」に
向けて、このたび、第二次雫石町総合
計画を策定し、町の目指すべき将来像
を「みんなが主役　誇らしく心豊かな
まち　しずくいし」と定めました。
　本計画の実現のため、住民の皆さま
一人ひとりがまちづくりの主人公とな
り、共に考え、ともに行動し、「新し
い雫石」を実現しましょう。

◆
総
合
計
画
の
構
成

基本構想（9年）

23 24 25 26 27 28 29 30 31

後期基本構想（4年）

前期基本構想（5年）

実施計画（3年）

実施計画

基本計画

基本構想

計画の構成と期間

以降毎年見直し策定
3年間（毎年度見直し）

平成23年度～31年度

前期：平成23年度～27年度
後期：平成28年度～31年度
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みんなが主役　誇らしく心豊かなまち　しずくいし

◆施策の大綱
《町の将来像》

《視点》

地域におけるコミュニティ体
制の強化と住民の主体的な活
動を積極的に支援し、自主・
自立に基づく住民自治の発展
と地域特性の発揮を目指しま
す。

まちづくりの中心となる人材
や組織など「担い手」の育成
と、「担い手」同士のネット
ワークを構築し、互いに支え
合い主体的に活動できる環境
の形成を目指します。

多様な分野での交流促進と、
近隣市町村との連携や機能分
担を進め、あらゆる分野での
交流と連携による、地域の魅
力向上と活性化を目指します。

人材育成自主・自立 交流・連携

《施策大綱》

環境を守り育てるまち
（自然、景観、環境、土地利用）

豊かな自然を保全し活用するまちづくり
地球にやさしいエコなまちづくり

心豊かに暮らせるまち
（教育・文化、芸術、スポーツ）

未来を担う子どもたちの生きる力を育むまちづくり
いきいきと輝く生涯学習のまちづくり
歴史文化を継承したような文化芸術とふれあうまちづくり

健やかでやすらぎのあるまち
（保健、医療、福祉）

体と心の健康を支えるまちづくり
誰もがいきいきと暮らせるまちづくり

産業力を高め合い活力みなぎるまち
（自然、景観、環境、土地利用）

豊かな自然を保全し活用するまちづくり
地球にやさしいエコなまちづくり

安全に安心して暮らせるまち
（防犯・交通安全、消防防災、生活環境）

犯罪や事故がなく災害に強いまちづくり
快適で便利な住環境が整うまちづくり

情報公開の徹底と
住民参画の指針

効率的な行財政
運営の推進

行政改革による質の高
い住民サービスの提供

【将来像の説明】
◆「みんなが主役」
　これからのまちづくりの主体となる住民、団体、企業、地域などの「担い手」による自主・自立に基づく
住民主役のまちづくりを表します。

◆「誇らしく心豊かなまち」
　本町の恵まれた自然環境と景観を守り育て、誰もが誇れる「心のふるさと」となるまちづくりを表します。
　豊かな心と文化を育み、健康で心のつながった、人に優しいまちづくりを表します。
　全ての分野において活力にあふれ、未来に対して夢や希望を持つことができるまちづくりを表します。

施策の
推　進
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フラワーロードを美しく保つため雫石バイ
パスの草刈り作業をする町民ボランティア

町民の力で8回目を迎えた昨年の町民劇場
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　総合計画では、5つの施策大綱を定め、大綱ご
とに具体的な基本施策を設定しています。
　ここでは、主な施策別の計画をご紹介します。
なお、「第二次雫石町総合計画ダイジェスト版」（要
約版）が、本号と一緒に世帯配布されます。基本
施策を達成するための目標や役割なども記載され
ていますので、詳しくはそちらをご覧ください。
　また、町のホームページには、第二次雫石町総
合計画基本構想と前期基本計画の全文が掲載され
ています。

○豊かで良質な水資源・森林資源を保全、活用します
○特性に合わせた有効な土地利用を行います
○美しい風景や景色を守り育てます

環 境を守り育てるまち

未来を担う子どもたちの生きる力を育むまちづくりをします

地球にやさしいエコなまちづくりをします

いきいきと輝く生涯学習のまちづくりをします

歴史文化を継承し多様な文化芸術とふれあうまちづくりをします

○確かな学力と豊かな心を持ち強くたくましく生きる力を育みま
す
○健やかな心身を育む教育環境を整備します

心 豊かに暮らせるまち

○資源循環を促進し持続可能な循環型社会の構築を図ります
○省エネルギーの推進と新エネルギー導入の普及に努めます
○美しく豊かな環境の保全と創造に努めます

○活力ある地域社会をつくる生涯学習の環境整備と活動の支援を
します
○誰もが生涯を通してスポーツに親しめる環境づくりをします

○文化芸術活動を通して生きる喜びと創造性や感性を育みます
○町に伝わる貴重な文化財の保存継承に努め紹介します

豊かな自然を保全し活用するまちづくりをします

雫石町観光キャラクター
「しずくちゃん」

鶯宿温泉キャラクター
「ケキョきちくん」

わたしたち２人が
ダイジェスト版を
紹介します
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老人スポーツ大会で健康維持を図る参加者

消防団や自主防災組織などが参加
し行われている町総合防災訓練

健 やかでやすらぎあるまち

産 業力を高め合い活力みなぎるまち

安 全に安心して暮らせるまち

体と心の健康を支えるまちづくりをします

誰もがいきいきと暮らせるまちづくりをします

持続的に発展可能で魅力的な農林業を展開するまちづくりをします

地域資源を活かした魅力あふれる観光のまちづくりをします

特性を活かした地域産業と魅力的な商業のまちづくりをします

犯罪や事故がなく災害に強いまちづくりをします

快適で便利な住環境が整うまちづくりをします

○安心して暮らせる医療体制を整え健康づくり活動を推進します
○心身の健康を維持する相談・予防・検診・支援体制を強化します

○子どもを産み育てやすい環境を整備します
○高齢者が安心して元気で暮らせるための環境を整えます
○障がい者が生活しやすい環境を整えます
○みんなで支える地域社会をめざします
○消費生活トラブルから住民の暮らしを守ります

○人材の育成とともに収益性の高い経営基盤を強化します
○農産物の品質を高めブランド化を図るとともに他業種との連携を推進します
○地産地消の推進と販路拡充による農産物の消費拡大を進めます
○「植える、育てる、利用する」森林の循環を促進します

○魅力ある観光メニューを確立し多様なニーズに対応できる人材の
育成と受け入れ態勢を整備します
○「雫石」を効果的に情報発信し周辺自治体と連携した観光誘客に
努めます
○積極的な誘客活動と交通アクセスの充実に努めます
○外国からの観光誘客をすすめ外国人観光客の受け入れ態勢の充実
を図ります

毎回たくさんの人でにぎわいを見せ
る「元祖しずくいし軽トラック市」

○地域産業の育成による雇用促進と魅力ある特産品の開発・販売促
進に取り組みます
○にぎわいと魅力ある商店街づくりに取り組みます

○防犯活動を推進し犯罪のない安全なまちをつくります
○交通安全対策を推進し安全なまちをつくります
○自然災害に強いまちをつくります
○消防・防災体制を充実強化し住民生活の安全確保に努めます

○快適で便利な道路環境を整えます
○良質な水道水を安定して提供します
○下水道などの普及を進め快適な生活を確保します
○人に優しいまちづくりを推し進めます
○快適で安らぎある居住環境の保全、整備を推し進めます
○利便性の高い交通体系を整備します
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○特集　わが町を守る消防団
　不意に訪れる火災や自然災害から町民の生命や財産を守るため、日夜活躍するのが
町消防団（坂井久榮団長、団員 293 人）です。出動命令がかかると、自分の仕事を途
中でやめてでも災害現場に急行し、消火・救出活動に当たり、わが町「雫石」を守る
ため、献身的に頑張っています。
　本号では、崇高な精神を宿し、地域に密着した活動を展開している町消防団を紹介
します。

火消し　ここにありここにあり
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現
在
の
町
消
防
団
は
、
昭
和
三

十
年
四
月
一
日
、
一
町
三
カ
村
の

合
併
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
別
で

あ
っ
た
消
防
団
が
統
合
し
誕
生
。

当
時
は
、
十
五
分
団
編
成
で
団
員

六
百
五
十
五
人
。
そ
の
後
、
新
時

代
に
対
応
で
き
る
消
防
力
を
確
保

す
る
た
め
、
数
回
の
組
織
改
革
を

行
い
、
昭
和
三
十
五
年
に
分
団
数

を
合
併
前
の
四
に
縮
小
し
現
在
と

同
じ
消
防
団
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
八
月
一
日
に

は
、
盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
が
設
置
さ
れ
、
消
防

署
と
一
体
と
な
っ
た
消
防
体
制

へ
。
し
か
し
、
消
防
職
員
が
ま
だ

少
な
い
時
代
、
昭
和
五
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
六
年
八
カ
月

間
は
町
職
員
が
雫
石
分
署
長
の
職

に
当
た
り
、
団
員
は
消
防
職
員
の

昭
和
30
年
に

現
在
の
町
消
防
団
が
誕
生

で
き
な
け
れ
ば
、
町
民
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ

が
身
の
危
険
を
顧
み
ず
活
動
が
で

き
る
の
は
、
日
ご
ろ
の
厳
し
い
訓

練
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
。
う

だ
る
よ
う
な
暑
い
夏
の
日
も
、
寒

風
の
厳
し
い
冬
の
日
で
も
、
規
律

や
高
度
な
操
法
技
術
を
習
得
す
る

た
め
、
一
年
を
通
し
て
厳
し
い
訓

練
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

長
い
消
防
団
の
歴
史
の
中
で
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

が
「
消
防
魂
」
と
「
消
防
精
神
」

で
す
。
率
先
し
て
郷
土
を
守
る
た

め
、「
誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

な
ら
俺
が
や
る
」。
そ
ん
な
熱
い

心
で
入
団
す
る
団
員
も
い
ま
す
。

　

郷
土
を
守
る
気
持
ち
は
、
大
切

な
家
族
を
守
る
気
持
ち
と
同
じ
。

団
員
一
人
ひ
と
り
に
「
郷
土
を
愛

し
、
町
の
人
た
ち
の
生
命
や
財
産

を
守
る
」
と
い
う
崇
高
な
精
神
が

宿
っ
て
い
ま
す
。

当
番
者
の
不
足
を
補
う
た
め
、
夜

間
分
署
に
詰
め
る
状
況
で
し
た
。

　

町
消
防
団
は
、
昭
和
四
十
九
年

か
ら
五
十
六
年
ま
で
の
間
に
、
県

内
で
も
例
を
見
な
い
ほ
ど
消
防
力

の
増
強
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
こ
の

間
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
十
四
台
、

消
防
無
線
な
ど
の
通
信
連
絡
体
制

の
完
備
、
消
火
栓
百
七
十
三
基
と

防
火
水
槽
十
七
基
を
増
設
し
、
さ

ら
に
は
消
防
屯
所
十
棟
を
新
築
す

る
な
ど
、
町
民
の
期
待
に
応
え
る

消
防
団
へ
と
大
成
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
は
、
迅
速
な
消
火
・

救
出
活
動
が
必
要
で
す
。
消
防
力

が
増
強
し
て
も
そ
の
機
能
を
発
揮

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

消
防
精
神
と
消
防
魂

県
内
で
も
例
を
見
な
い

ほ
ど
の
消
防
力
を
配
備

3月まで48年間ご活躍された
前団長の松木壽司氏（72歳・林崎）
「消防団活動は、地域や家族など多くの
人の支えがあってこそのもの。消防使
命を忘れることなく、町民の期待に応
えられるよう日々の訓練に励んでくだ
さい」と後輩団員へ激励されました。

本年4月、第9代団長に就任した
坂井久榮氏（63歳・五区）

　「歴史と伝統のある町消防団。先輩た
ちが築いたその功績と消防精神を継承
し、消防の使命である町民の生命と財
産を全団員力を合わせ守っていきたい」
と力強く決意を語ってくれました。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
や
災

害
な
ど
の
非
常
時
の
活
動
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
方
不
明
者

の
捜
索
な
ど
の
ほ
か
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
そ
の
中
心
と
な
る
活

動
。
何
ご
と
に
も
、「
安
全
」「
確

実
」「
迅
速
」が
要
求
さ
れ
る
た
め
、

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
や
規
律
訓
練
を

通
し
て
団
員
は
知
識
と
技
術
を
身

に
つ
け
、
体
力
と
気
力
を
鍛
え
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
予
防
活
動
と

し
て
広
報
活
動
、
屯
所
や
消
防
ポ

ン
プ
車
な
ど
の
維
持
管
理
、
小
学

生
へ
の
消
防
ポ
ン
プ
車
乗
車
体
験

や
防
災
訓
練
で
地
域
の
人
と
一
緒

に
活
動
す
る
な
ど
広
範
囲
に
お
よ

び
ま
す
。

広
範
囲
に
お
よ
ぶ
活
動

9月、水防訓練▷台風や豪雨
などの水害に備えて土のうを
使用して実践的な訓練を行う

1月、消防出初式▷新春恒例の
伝統行事。寒風をものともせず
安全確保へ誓いを新たにする

6月、消防操法等競技会▷団
活動の基本となる規律や機械
器具操法の訓練成果披露の場

7月、消防演習▷雫石分署や婦人消防
協力隊、少年消防クラブなどと連携し、
各種訓練成果を披露する一大イベント

▲消防主要行事

伝統継承

第一日曜日に行っている消防施設等維持管理点検
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町
消
防
団
は
、
団
全
体
の
事
務

な
ど
を
統
括
す
る
本
部（
ラ
ッ
パ

隊
も
含
ま
れ
ま
す
。）
の
ほ
か
、

第
一
分
団
か
ら
第
五
分
団
ま
で
旧

町
村
単
位
で
四
つ
の
分
団
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

分
団
に
は
、
部
が
設
け
ら
れ
各

分
団
に
所
属
す
る
団
員
は
、
分

団
・
部
単
位
で
各
種
訓
練
や
火
災

予
防
広
報
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

す
。
団
員
に
と
っ
て
、
部
は
第
二

の
家
族
と
言
え
る
く
ら
い
長
い
年

月
、
苦
楽
を
共
に
す
る
の
で
す
。

　

近
年
、
若
い
人
の
入
団
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
、
生
活
圏
の
拡
大
に

伴
い
町
外
で
勤
務
す
る
人
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
が
大
き
い
理
由

の
よ
う
で
す
が
、「
消
防
は
厳
し

い
、
大
変
だ
」
と
い
う
先
入
観
を

持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。
確
か
に
消
防
活
動
は
決

し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
道

な
訓
練
の
ほ
か
、
い
ざ
火
災
が
あ

れ
ば
仕
事
や
家
族
と
の
大
切
な
時

間
を
犠
牲
に
し
、
我
が
身
を
危
険

に
さ
ら
し
て
消
火
活
動
を
行
う
の

で
す
か
ら
。

　

で
は
、
消
防
団
員
を
奮
い
立
た

せ
る
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
何
よ
り
も
郷
土
を
愛
す

る
心
で
す
。
そ
し
て
、
苦
楽
を
共

に
し
、
危
険
に
立
ち
向
か
う
仲
間

が
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
の
で
す
。

わ
が
雫
石
町
を
愛
す
る「
消
防
魂
」

が
、引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

消
防
団
の
活
動
は
分
団
・

部
単
位
が
基
本

部名 各部が管轄する行政区

１部 高前田、林、上町、中
町、雫石谷地の一部

２部
下町、駅前、長根、黒
沢川、晴山、中沼、陽
和郷

3部 七ツ森・丸谷地、小岩
井

４部 東町、元御所、板橋

部名 各部が管轄する行政区

１部
安庭、籬野、天戸、片
子沢、町場、矢櫃、九
十九沢

２部 矢用、桝沢、赤滝、外
桝沢

3部 馬場・大村・男助

４部 鴬宿

部名 各部が管轄する行政区

１部 春木場、和野、上和野、
上野沢

２部 横欠、土橋、岩持、御
明神谷地、下川原

3部 天川、中南、中島、黒
沢、まがき

４部 滝沢、南、天瀬

５部 橋場、安栖、小赤沢、
山津田

部名 各部が管轄する行政区

１部 六区、七区、八区

２部 五区、極楽野、盆花、
網張

3部 篠崎、上駒木野

４部 上西根、八丁野、西根
谷地、駒木野、葛根田

５部 野中、小松、林崎、雫
石谷地の一部

第一分団
【雫石地区】

第二分団
【御所地区】

第三分団
【御明神地区】

第五分団
【西山地区】

本　部
（ラッパ隊含む）

苦
楽
を
共
に
す
る
仲
間
が

い
る
か
ら
頑
張
れ
る

◆雫石町消防団組織図

伝統ある町消防団の半てん

坂井団長を先頭に分列行進
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七
月
三
日
、
町
の
消
防
訓
練
会

が
役
場
庁
舎
前
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
訓
練
会
は
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
考
慮
し
、
例

年
実
施
し
て
い
る
消
防
演
習
と
消

防
操
法
競
技
会
の
規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
。
町
婦
人
消
防
協
力
隊

や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
の
参
加

が
な
い
町
消
防
団
だ
け
の
訓
練
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
坂
井
久
榮
団

長
以
下
二
百
五
十
三
人
の
団
員
、

消
防
ポ
ン
プ
車
十
八
台
が
集
合
。

　

統
監
の
深
谷
政
光
町
長
は
「
皆

さ
ん
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
日

の
二
日
間
に
お
よ
ぶ
警
戒
活
動
、

【岩手県消防協会岩手地区支部長表彰】
■功労章▶西村義則、髙橋誠則、舛沢繁尚、小田島
安雄、渡辺一男、髙橋浩之
■精錬章▶岩井一、米澤茂訓、煙山友和、岩持政幸、
上野義文、松原祐一、若林広樹、櫻田真一、袖林広
見
【町長表彰】
■感謝状（退職消防団員）▶松木壽司（前団長）、
黒沢晋三郎（前副団長）、山崎正美（前副団長）、加
藤潔（前副団長）、高橋久美（前本部分団長）、相模
正利（前第１分団第2部部長）、村上強（前第５分
団第１部部長）
■感謝状（内助功労者）▶坂本妙子（３分団分団長
夫人）、村上なみ子（５分団分団長夫人）、荒塚広子
（５分団副分団長夫人）、階三千子（１分団１部部長
夫人）、高橋洋子（2分団１部部長夫人）
■感謝状（退職婦人消防協力隊員）▶横手タイ子（前
副隊長）、舛澤節子（元副隊長）、高畑敏子（元副隊
長）、三本松フク（前分隊長）、谷地タカ（前部長）
■功労章▶高橋直美、佐々木英夫、奥友康喜、煙山
耕司、煙山和彦、高畑正樹、中村幸志
■功績章▶鈴木祐二、村田明彦、夷森和人、谷地美克、
米田智美、中村守男、高橋広行、小赤沢豊、上村久
栄、小田睦治、小谷地正光、谷地光正、野中寿生
■精錬章▶楢山考成、宝屋敷耕一、煙山清和、細川
哲央、高橋俊則、徳田政広、細川幸一、村田崇、米
沢広志、熊谷直人、栃内譲、石塚久雄、金戸弘基、
金澤秀悦、町場忠之、岩持克昭、赤沢充、若澤賢、
高見崇、天瀬亨、小坂達明、茅橋寿男、齊田龍介、
柿木康介、猿子順弥、猿子祐太、高橋孝仁、坂井尚
樹、森崎太久、藤枝正道、大宮祐一、横森啓太
■勤続章5年▶千葉悦隆、高橋三雄、石塚剛貴、佐
藤譲、長瀬一博、中島直、平子田佑大、高見崇、滝
沢真人、若林優康、櫻田敏志、小谷地健一
■勤続章 10年▶米澤茂訓、煙山友和、髙橋勝典、
米沢一波留、志戸前正勝、千葉工、岩井敏和、沼田
俊広
■勤続章 15年▶奥友康喜、岩持政幸、安本正明、
高畑正樹、若林広樹、若林秀樹、中村幸志
■勤続章 20年▶中村光彦、畑中裕之、煙山耕司、
煙山和彦、新里孝博、髙橋浩之
■勤続章 25年▶荒屋敷建一、舛沢繁尚、山津田武
美、藤原義也
■勤続章 30年▶吉田年彦、階隆、高橋元、坂本幸
男、村上正行、荒塚秀則、武田始
■勤続章35年▶古舘和明
■勤続章40年▶堀合一男
【町消防団長表彰】
■無火災表彰（1年間無火災）▶第2分団
■無火災表彰（5年間無火災）▶第3分団第1部
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美、藤原義也
■勤続章 30年▶吉田年彦、階隆、高橋元、坂本幸
男、村上正行、荒塚秀則、武田始
■勤続章35年▶古舘和明
■勤続章40年▶堀合一男
【町消防団長表彰】
■無火災表彰（1年間無火災）▶第2分団
■無火災表彰（5年間無火災）▶第3分団第1部

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を

堂
々
と
披
露

先
月
の
数
回
に
わ
た
る
行
方
不
明

者
の
捜
索
活
動
な
ど
を
は
じ
め
、

日
ご
ろ
の
活
動
に
感
謝
し
ま
す
。

本
日
は
特
別
な
訓
練
会
で
す
が
、

そ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

続
く
部
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
と
も
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を

発
揮
。
消
防
車
両
と
全
団
員
に
よ

る
分
列
行
進
で
は
、
威
風
堂
々
と

し
た
行
進
を
披
露
し
、
講
評
官
の

熊
谷
佐
一
盛
岡
西
消
防
署
雫
石
分

署
長
か
ら
「
大
変
良
好
」
と
い
う

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
会
を
通
し
て
団
員
た

ち
は
、
一
丸
と
な
っ
て
防
火
・
防

災
に
取
り
組
み
、
地
域
を
守
ろ
う

と
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ラッパ隊による演奏

4台同時に行った第一分団のポンプ操法訓練（ポンプ車）の部

訓練成果を披露する団員

平成₂₃年度定例表彰
（敬称略）
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平
成
二
十
三
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
が
決
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
普
通
徴
収
が
七
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
普
通
徴
収
は
保
険
料
を

年
金
か
ら
天
引
き
で
き
な
い
被
保

険
者
が
対
象
（
年
度
の
途
中
で
制

度
に
加
入
し
た
人
、
転
入
し
た
人

も
半
年
間
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま

す
）
と
な
り
、
保
険
料
は
、
納
付

書
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
付
書
は
、
七
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の

上
、
期
日
ま
で
に
金
融
機
関
窓
口

に
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
年
金
か
ら
天
引
き

と
な
っ
て
い
る
特
別
徴
収
の
人
に

も
、「
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
十

月
か
ら
の
特
別
徴
収
の
決
定
通
知

書
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
納
め
忘

れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
納
入
通

知
書
と
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を

持
参
し
て
、
町
役
場
保
健
課
ま
た

は
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
申
し

込
み
の
場
合
は
、
郵
便
局
で
の
受

け
付
け
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
）。

　

現
在
、
七
十
五
歳
以
上
の
人
が

お
使
い
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
」（
水
色
）
の
有
効
期

限
が
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
七
月

下
旬
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
届
い
た
保
険
証
は

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
八
月

か
ら
は
、
今
ま
で
お
使
い
の
保
険

証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
有
効

期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄

し
、
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　

入
院
す
る
際
に
医
療
機
関
の
受

け
付
け
に
提
示
す
る
と
、
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
と
食
事
療
養

費
、
生
活
療
養
費
が
減
額
さ
れ
る

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
七
月

一
日
か
ら
町
役
場
保
健
課
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
世
帯
の
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
人
（
未
申
告
者
が
い
る

場
合
は
対
象
外
）

※
対
象
者
に
は
、
役
場
保
健
課
か

ら
お
知
ら
せ
の
通
知
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

※
過
去
一
年
間
に
九
十
日
以
上
入

院
し
た
人
は
、
領
収
書
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
保
健

課　

給
付
・
医
療
担
当
（
☎
６
９

２
・
６
４
７
９
）

納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
証
の
更
新
時
期

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

減
額
認
定
証
の
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　町は、乳幼児、妊産婦、重度心身障害者、ひとり
親家庭（平成22年1₀月に母子家庭から名称が変更さ
れました。）および安心子育て（小中学生）に該当す
る人に医療費の助成を実施しています。
　現在交付されている受給者証の有効期限が、平成
2₃年７月₃1日まで（妊産婦を除く）となっております。
継続して受給者証の対象となる人には、７月末まで
に新しい受給者証を郵送します。お手元に届きまし
たら、８月から新しい受給者証をお使いください。
　また、平成22年４月に安心子育て医療費受給者証
の対象となった人は、受給者証に記載されている受
給者証番号が変更になります。８月から申請書を医
療機関などにお出しいただく際には以前の受給者証
番号を記載しないようご注意願います。
　下記に該当する人でまだ受給者証をお持ちでない
人の新規申請も受け付けています。詳しくは町役場
保健課にお問い合わせください。
乳幼児▷出生の日〜小学校就学前
安心子育て▷小学校１年生〜中学校3年生の年度末
妊産婦▷妊娠５カ月目〜出産の翌月末
重度心身障がい者▷身障手帳１級・２級、障害年金

１級、特児手当１級、療育手帳A
判定の人

ひとり親家庭▷配偶者のいない女子・男子および扶
養されている1₈歳に達する年度末ま
での児童、父母のいない児童

【問い合わせ先】町役場保健課給付・医療担当
☎6９2- 6４７９

医療受給者証の
更新時期です

保険料の普通徴収が
始まります

後期高齢者医療制度
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■�告 示 日 �7月 26日（火）
■�投 票 日 �7月 31日（日）
■�投票時間� 7時～18時
■�投票場所� 町内12投票所
� � （入場券に記載）
■�開　　票� 即日開票
� � 中央公民館
� � 19時 30分～

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
雫
石
町
議

会
議
員
選
挙
が
七
月
三
十
一
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

議
員
定
数
は
二
十
人
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な

選
挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
に
自
分
自

身
の
判
断
で
一
票
を
投
じ
て
く
だ

さ
い
。

　

入
場
券
は
選
挙
の
告
示
日
七
月

二
十
六
日
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
へ
来
場
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
万
が
一
忘
れ
た
り
、
無
く
し

た
り
し
て
投
票
所
へ
持
参
で
き
な

く
て
も
、
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど
を

掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
七
月
三
十

日
ま
で
に
、
行
政
区
長
を
通
じ
世

帯
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、町
役
場
、

各
地
区
公
民
館
で
も
配
布
し
ま
す
。

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
日
に
投
票
に
行
け
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
が
未
着

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
所
入
場
券

の
氏
名
を
書
い
た
り
落
書
き
を
し

た
り
し
ま
す
と
無
効
投
票
と
な
り

ま
す
。
貴
重
な
一
票
が
無
効
と
な

ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雫
石
町
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い

て
は
、
本
紙
六
月
号
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
雫
石
町
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
総

務
課
内
☎
６
９
２
.
６
４
８
８
）

【
期
日
前
投
票
所
】
雫
石
町
役
場

二
階
二
〇
一
号
会
議
室

【
期
間
・
時
間
】
七
月
二
十
七
日

（
水
）
～
七
月
三
十
日
（
土
）
八

時
三
十
分
～
二
十
時

　

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
た
め
の
「
宣
誓

書
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
入
場

券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
受
け
付
け
が
早

く
済
み
ま
す
。
な
お
、
投
票
日
当

日
に
投
票
さ
れ
る
方
は
、
宣
誓
書

に
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
用
紙
に
投
票
し
た
い
候
補

者
一
人
の
氏
名
を
書
き
、
投
票
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
二
人
以
上

◆
選
挙
公
報

◆
投
票
用
紙
の
記
入
方
法

町 議 会
議員選挙

◆
期
日
前
投
票

▼第1投票所
上長山小学校

▲第2投票所
下長山小学校

▼第3投票所
西根小学校

▲第4投票所
地域振興センター
▼第5投票所

橋場小学校

▲第6投票所
御明神保育所

▲第7投票所
雫石中学校

▼第8投票所
町総合福祉センター

▲第9投票所
七ツ森小学校

▼第10投票所
大村小学校

▲第11投票所
南畑小学校

▼第12投票所
御所地区健康増進センター
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春
の
叙
勲

高
橋
繁
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
受
章

叙
勲

　

平
成
二
十
三
年
度
の
国
保
税
の
納
税

通
知
書
を
七
月
十
五
日
に
納
税
義
務
者

（
世
帯
主
）
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
書
に
は
、
期
別
ご
と
、
個
人
ご

と
の
課
税
額
の
明
細
な
ど
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
内
容
を
お
確
か
め
の
上
、
期

限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
期
目

の
納
期
限
は
八
月
一
日
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
の
場
合
、
七
月
か

ら
二
月
ま
で
の
毎
月
二
十
五
日（
休
日

な
ど
に
あ
た
る
と
き
は
翌
営
業
日
）
が

振
替
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で

に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
国
保
税
Q
＆
A
～

◆
国
保
に
入
っ
て
い
な
い
の
に
納
税
通

知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
？

　

国
保
税
は
世
帯
主
課
税
で
す
。
ご
家

族
の
ど
な
た
か
が
平
成
二
十
三
年
四
月

以
降
、
国
保
に
加
入
し
て
い
れ
ば
世
帯

主
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
国
保
税
は
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
の
所
得
割

+
資
産
割
+
均
等
割（
人
数
）＋

平
等

割（
世
帯
）
の
合
計
額
で
す
。
さ
ら
に
、

四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の
人
は
介

護
保
険
料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
昨
年
に
比
べ
て
税
額
が
高
く
な
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

高
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
昨
年
と
比
べ
て
国
保
に
新
し
く
加
入

し
た
人
が
い
る
。

②
国
保
加
入
者
の
収
入
が
、
昨
年
に
比

べ
て
増
え
て
い
る
。

③
国
保
加
入
者
で
昨
年
中
に
町
内
に
土

地
・
家
屋
を
取
得
し
た
人
が
い
る
。

④
国
保
加
入
者
で
四
十
歳
に
な
っ
た
人

が
い
る（
介
護
分
の
保
険
税
が
加
算

さ
れ
て
い
ま
す
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
国

保
税
担
当（
☎
6
9
2
・
6
4
8
3
）

町
内
出
身
者
が
東
京
日
暮
里
に
集
う

在
京
雫
石
町
友
会
が
総
会
を
開
催

催
し

　

在
京
雫
石
町
友
会
の
総
会
が
、
六
月

二
十
五
日
、
東
京
・
日
暮
里
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
は
、
関
東
周
辺
の
町

友
会
員
約
五
十
人
の
ほ
か
、
深
谷
政
光

町
長
ら
町
三
役
、
町
議
会
議
員
も
出
席

し
ま
し
た
。
当
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
民

謡
歌
手
、
福
田
こ
う
へ
い
さ
ん
が
唄
を

披
露
す
る
な
ど
、
総
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
町
に
対
す
る
災
害
義
援

金
と
し
て
、
同
会
坂
本
会
長
か
ら
深
谷

町
長
に
三
十
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

国
保

楽しく盛り上がった町友会総会

　8月は、児童扶養手当受給者（全額支給
停止者を含む）の皆さんから、現況届を提
出していただく月です。現況届は、8月
以降の手当支給を判断する大切な届け出で
す。この届け出がないと支給が差し止めに
なり、提出が遅れると支給時期が遅れるこ
とがあります。受給者には７月中に封書を
郵送しますので、期日までに忘れずに提出
してください。
【問い合わせ先】町役場福祉課児童担当
� ☎ 692-6477

児童扶養手当の現況届
8月中に忘れずに提出を

高
橋

　繁

　
　
（
晴
山
・
76
歳
）
さ
ん

　高橋さんは、37年の教員生活で、昭和
60年から平成７年までのうち7年間は、
近隣の小学校長として務められ、学校教育
の発展に尽力されました。昭和39年から
は、雫石小学校で8年間教壇に立ち、熱心
に児童の指導にあたられました。
　また、平成 9年 4月から平成 17年ま
での間の7年間は旧沢内村の教育長として
教育環境の整備などに尽力されました。
　平成17年 3月からは最後の沢内村長と
して、10月からは初代西和賀町長として
1期4年にわたり務められ、地方自治の発
展にも尽力されました。
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募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

●町役場への問い合わせ…☎692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

申
込
期
間
は
8
月
15
日
ま
で

雫
石
町
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募
集

　

申
込
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課
で
交

付
し
ま
す
。
申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採

用
試
験
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
百
二
十
円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を

記
入
し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
入
る

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、同
課（
〒
０

２
０
・
０
５
９
５　

住
所
記
載
不
要
）

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
の
申
し
込
み

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
町
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
の
際
に
は
、
写
真
を
二
枚

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
枚
は
申
込
書

の
所
定
の
場
所
に
貼
り
、
も
う
一
枚
は

裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
、
申
込
用
紙
に

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
票

送
付
用
の
八
十
円
切
手
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

③
受
験
票
の
送
付

　

申
込
書
を
審
査
の
上
、
受
験
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
受
験
者
に
、
八
月
下
旬

こ
ろ
受
験
票
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

【
試
験
日・
内
容
】

①
第
一
次
試
験
▼
九
月
十
八
日（
日
）

○
教
養
試
験
▼
公
務
員
と
し
て
必
要
な

　

町
は
、職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の
雫

石
町
職
員
採
用
候
補
者
を
決
め
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

【
受
付
期
間
】

七
月
十
四
日（
木
）～
八
月
十
五
日（
月
）

八
時
三
十
分
～
十
七
時
十
五
分（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
八
月
十
五
日
ま
で
に

必
着
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

①
申
込
用
紙
の
交
付

一
般
知
識
お
よ
び
知
能
を
見
る
多
岐

選
択
式
に
よ
る
筆
記
試
験

○
作
文
試
験
▼
文
章
に
よ
る
表
現
力
、

課
題
に
対
す
る
理
解
力
、
思
考
力
な

ど
を
見
る
記
述
式
に
よ
る
筆
記
試
験

○
専
門
試
験

Ⅰ
看
護
師
▼
専
門
的
知
識
お
よ
び
技
術

な
ど
の
能
力
に
つ
い
て
筆
記
試
験

Ⅱ
土
木
技
師
▼
専
門
的
知
識
お
よ
び
技

術
な
ど
の
能
力
に
つ
い
て
筆
記
試
験

②
第
二
次
試
験

○
面
接
試
験
▼
職
員
と
し
て
の
必
要
な

素
質
、
適
性
な
ど
を
見
る
集
団
討

論
・
個
人
面
接
試
験

【
合
格
者
の
発
表
】

第
一
次
試
験
▼
十
月
中
旬

第
二
次
試
験
▼
十
一
月
中
旬

※
各
試
験
と
も
受
験
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

【
合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ
】

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
す
。
採
用
予
定
日
は
、

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
す
。な
お
、

採
用
候
補
者
名
簿
は
原
則
と
し
て
同
年

四
月
一
日
か
ら
一
年
間
有
効
で
、
必
要

に
応
じ
て
採
用
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課
職

員
担
当（
☎
6
9
2
・
6
4
8
7
）

一緒に住みよい町をつくりましょう（23年度採用職員）

◆試験職種および採用予定人員◆

職　種 採用予
定人員 受験資格

一 般 事 務 若干名 　昭和59年4月2日から平成6年
4月1日までに生まれた者

一 般 事 務
（障がい者対象） 若干名

　昭和52年4月2日から平成6年
4月1日までに生まれた者
　自力で通勤でき、かつ介助者な
しで事務職としての職務遂行が可
能で次の要件を満たす者。
①身体障害者手帳・障害者手帳の
交付を受けている者
②活字印刷文の出題に対応でき、
かつ、口頭による人物試験（面
接試験）に対応できる者

看 護 師

准 看 護 師
若干名

　昭和59年4月2日以後に生まれ
た者で、看護師または准看護師の
資格を有する者、もしくは平成24
年3月卒業見込みの者

土 木 技 師 若干名

　昭和59年4月2日から平成6年
4月1日までに生まれた者で土木
の専門課程を修めて卒業した者、
もしくは平成24年3月卒業見込み
の者
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8
月
15
日
は
第
41
回
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭

真
夏
を
彩
る
唄う

た

や
踊
り
の
競
演

催
し

　

真
夏
の
祭
典「
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭
」。

今
年
も
八
月
十
五
日
、
正
午
か
ら
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
、
雫
石
商
店
街「
よ
し
ゃ
れ

通
り
」
と
野
菊
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
郷

土
芸
能
な
ど
を
披
露
す
る
特
設
ス
テ
ー

ジ
、
み
こ
し
運
行
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
演
奏
、
よ
し
ゃ
れ
パ
レ
ー
ド
、
さ

ん
さ
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭

実
行
委
員
会（
雫
石
商
工
会
内
☎
６
９

２
・
３
３
２
１
）

自
慢
の
唄
や
踊
り
を
披
露

第
11
回
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会

催
し

　
「
雫
石
よ
し
ゃ
れ
」
が
元
唄
と
な
っ

て
い
る
東
北
地
方
の
代
表
的
な
民
謡

「
南
部
よ
し
ゃ
れ
」
の
第
十
一
回
全
国

大
会
が
八
月
七
日
、
中
央
公
民
館
野
菊

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
事
務
局
で
は
、
参
加
者
を
募
集

中
で
す
。
一
般
唄
の
部
は
先
着
七
十
人

で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
自
慢
の
唄

や
踊
り
を
ぜ
ひ
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
方
法
】
電
話
ま
た
は
町
役
場

ま
た
は
各
公
民
館
な
ど
に
備
え
付
け
て

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

大
会
事
務
局
ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
七
月

二
十
二
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
南
部

よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会
事
務
局
（
☎
６
５

２
・
１
２
１
２　

フ
ァ
ッ
ク
ス
６
５

２
・
１
２
３
４
）

◆
入
場
整
理
券
を
無
料
配
布

　

大
会
当
日
の
観
賞
は
、
自
由
席
で
す

が
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場
整

理
券
の
配
布
は
、
七
月
十
二
日
か
ら
左

記
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
】
中
央
公
民
館
、
各
地
区

公
民
館
、
雫
石
商
工
会
、
し
ず
く
館
、

町
役
場
1
階
総
合
案
内
、
※
入
場
整
理

券
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
整
理
券
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
町
役
場
観
光
商
工
課
内
☎
６

９
２
・
６
４
９
８
）

米
粉
め
ん
と
地
元
食
材
ふ
ん
だ
ん
に

料
理
研
究
会
が
試
食
懇
談
会
開
催

報
告

　

地
産
地
消
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
進

め
る
し
ず
く
い
し
料
理
研
究
会（
小
田

幸
作
会
長
）
は
、
六
月
十
五
日
、
町
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
試
食

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
試
食
懇
談

会
に
は
、
深
谷
町
長
や
会
員
約
三
十
人

が
参
加
。
町
内
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
料
理

人
八
人
が
、
米
粉
め
ん
を
テ
ー
マ
と
し

て
町
内
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
創
作
、
鮮
や
か
な
彩
り
や

食
感
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
十
五
品
の

メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
ま
し
た
。

昨年の第40回大会はミスターよしゃれ、ミ
スよしゃれが参加し、祭りを盛り上げました

【
日
時
】
8
月
7
日
（
日
）
8
時
45
分
開
会

【
場
所
】
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル

第10回大会
一般・唄の部最優秀賞
冨岡　紗樹さん
（秋田県）仙北市

創作メニューを
試食する参加者
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募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

●町役場への問い合わせ…☎692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

　フラワーロードを美しく保つため、一昨
年から実施しているフラワーロード応援隊
による雫石バイパスの草刈り作業に協力し
てくださる人を募集します。どなたでも参
加できます。奮って応募してください。美
しいフラワーロードを一緒に守りましょう。
【日時】7月23日（土）9時（開会式）〜
10時30分頃（8時受付開始。雨天決行）
【作業区間】国道 46号雫石バイパス（黒
沢川交差点〜和野陸橋）
【持ち物】草刈機、カマ、熊手、雨具など（草
刈機をお持ちの人には補充用燃料を準備し
ています。）
【募集人数】50人（先着）
【申込方法】電話、ハガキ、ファクシミリ、
メールなどにより、次の事柄を明記の上、
応募してください。▷お名前（家族やグルー
プなどで応募する場合は代表者名）、人数、
お持ちいただける作業用具（草刈機、カマ）、
連絡先（電話番号など）
【申し込み締め切り】7月19日（火）必着
【応募および問い合わせ先】町役場住民課
（ ☎ 692-6471）、 〒 020-0595（ 住
所記載不要）、Ｅメール▷ jumin@town.
shizukuishi.iwate.jp、FAX692-1311

　今年度は、通常の 3歳と 4歳の幼児に
加え、小学 3年生と 4年生の児童にも予
防接種の案内を行っています。対象児童の
いる保護者は、母子健康手帳を確認し日本
脳炎の一期接種が不足している場合は、児
童に予防接種を受けさせましょう。以後平
成7年度から18年度までの間に生まれた
お子さんに順次予防接種の案内を行います。
　案内の対象になっていない場合でも、平
成 7 年 6 月 1 日から 19 年 4 月 1 日ま
でに生まれ、1期（3歳で2回、4歳で1
回の計3回）、2期（9歳で 1回）の接種
が終わっていない子どもは、20歳になる
までの間、予防接種を受けることができま
す。
　予防接種を受ける方法や受けられる医療
機関など詳しくは、町役場健康推進課（☎
692-2227）までお問い合わせください。

る
と
と
も
に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
住
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
加
・
協
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
盛
岡
地
区

保
護
司
会
総
会
に
お
い
て
、
功
労
の

あ
っ
た
町
内
の
保
護
司
が
感
謝
状
の
贈

呈
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
内
助
の
功

労
者
と
し
て
、
1
人
が
感
謝
状
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。
感
謝
状
の
贈
呈
を
受

け
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
雫
石
町
長
表
彰
】
▽
瀧
沢　

清

【
盛
岡
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
（
内
助

功
労
者
）】▽
新
里　

ト
ア（
榮
弘
夫
人
）

テ
ィ
の
活
力
を
発
揮
し
、
思
い
思
い
に

花
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
花
を
大
き
く
育

て
る
た
め
、
一
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
苗

を
三
株
か
ら
二
株
に
し
、
ま
た
、
花
の

色
が
映
え
る
よ
う
よ
う
に
配
置
上
の
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
ベ
ゴ
ニ
ア
は
、
十

一
月
ご
ろ
ま
で
咲
き
誇
り
、
雫
石
バ
イ

パ
ス
な
ど
を
彩
り
ま
す
。

　

六
月
四
日
、
今
年
で
二
十
二
回
目
と

な
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
一
斉
植
栽
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
道
46
号
雫
石
バ
イ

パ
ス
黒
沢
川
交
差
点
か
ら
和
野
陸
橋
ま

で
延
長
五
・
五
キ
ロ
の
両
側
歩
道
と
町

道
雫
石
・
小
岩
井
線
の
役
場
周
辺
に
置

か
れ
た
千
七
十
四
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
、
参
加
者
と
関
係
者
合
わ
せ
て
約
二

百
八
十
人
が
赤
と
ピ
ン
ク
の
ベ
ゴ
ニ
ア

二
千
百
四
十
八
株
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
六
十
一
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
団
体
、
町
議
会
、
役
場
管
理
職
互

助
会
の
ほ
か
、
一
般
参
加
者
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

「
恊
働
」
パ
ワ
ー
を
結
集

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
一
斉
植
栽
を
実
施

報
告

　

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

七
月
一
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
町

へ
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

参
加
協
力
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、

全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
の
あ
る

少
年
た
ち
の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
止
で
き
、

過
ち
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

周
知

仲良くベゴニアの
苗を植える参加者

　平成 7年度から 18年度までの間に
生まれたお子さんは、日本脳炎の予防接
種が不十分になっています。

「フラワーロード応援隊」
参加者を募集しています

今年度は小学３年、4年にも案内
日本脳炎の予防接種について
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　町では、雫石町土地改良
区および各地維持管理委員
会と提携し、用水路や排水
路などの維持管理に努めて
います。
　雑草などが繁茂する七月
には水路周辺の草刈りのほ
か、ごみ拾いなどの清掃作
業を重点的に行っており、
これらの作業を今年も各地
維持管理委員会が定めた日
に実施します。
　農家以外の水路利用者（排
水放流者など）も、草刈り
作業などへの要請がありま
したなら、ご協力をお願い
します。
【問い合わせ先】町役場地域
整備課管理担当（☎ 692-
6574）、雫石町土地改良区（☎
692-2626）

雫
石
の
物
産
と
観
光
展
を
開
催
し
ま
し
た

東
京
・
銀
座
で
町
内
産
品
を
P
R

報
告

　

町
と
雫
石
商
工
会
で
は
、
六
月
二

十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
三
日

間
、
東
京
・
銀
座
の
岩
手
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ
」
で

「
雫
石
の
物
産
と
観
光
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
で
七
回
目
と
な
る
こ
の
物
産
と

観
光
展
に
は
、
し
ず
く
い
し
物
産
振
興

会
な
ど
が
参
加
し
、野
菜
や
山
菜
、米
、

天
然
水
、
わ
さ
び
な
ど
「
雫
石
の
お
い

し
い
も
の
」
を
販
売
し
、
全
て
完
売
し

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
観
光
の
P
R
を
行
う
と
と
も
に
試

食
な
ど
に
よ
り
、
首
都
圏
の
消
費
者
か

ら
い
た
だ
い
た
感
想
を
今
後
の
営
業
活

動
な
ど
に
役
立
て
よ
う
と
、
参
加
者
は

さ
ら
な
る
雫
石
町
の
物
産
P
R
に
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
と
し
て
、
売
り
上
げ
の
一
部
は

被
災
地
に
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
し

た
。

資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進

◆使用済み食用油は有効な“資源”として再利用されています

【担当　町役場環境対策課（☎ 692-6486）】

　食べ物が傷みやすい時期になりました。傷んだ食べ物は、皆さんの
健康を害し、また、生ごみとして捨てられ、環境にも優しくありません。
　次のことに注意し、これらを未然に防ぎましょう。
○買い過ぎをせず、食べ残しをしない
○作り過ぎをしないよう心掛け、食べられる分だけ作る
○旬の食材を使う
○適切な保存を心掛ける
○保存してある食品の消費期限をこまめに確認する
○調理方法を工夫し、捨てる部分を少なくする。

〈資源化実績〉
（単位：kg） びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計
4月 9,940 5,960 0 46,160 3,730 65,790
5 月 17,220 7,550 7,690 37,650 6,840 76,950
合計 27,160 13,510 7,690 83,810 10,570 142,740
前年同期 26,350 13,840 8,210 77,860 11,400 137,660
比較 810 △ 330 △ 520 5,950 △ 830 △ 5,080

使用済み食用油拠点回収実績
4月 5月 合　計 前年同期 比　較

回収量（ℓ） 153 129 282 441 △ 159

多くの人でにぎわった雫石の物産と観光展

任
期
は
3
年

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
任
命

人
事

　

今
年
七
月
四
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

た
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
土
樋

丕も
と
ひ
こ彦

氏
（
71
歳
・
小
松
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
人
事
案
件
は
、
今
年
六

月
九
日
の
町
議
会
定
例
会
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、
固
定

資
産
の
評
価
に
対
し
て
、
不
服
申
し
立

て
を
受
け
、
審
査
を
行
う
も
の
で
、
本

町
で
は
、
三
人
の
委
員
が
当
た
り
、
任

期
は
三
年
で
す
。

土樋　丕彦氏

7月は水路維持管理月間
草刈り作業などに
ご協力をお願いします
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募集 催し 生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談

●町役場への問い合わせ…☎692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

問い合わせ先▷雫石町地域包括支援センター（☎691-1105）

『ほうかつ』の窓
～低栄養を予防しよう～

　「低栄養」とは、エネルギーやタンパク質などの不足、栄
養バランスの崩れが続くことをいいます。
　高齢者の一人暮らしや高齢者だけの暮らしでは、簡素な食
事になりがちな上、身体のさまざまな変化が加わり、「低栄養」
になる危険性が高くなります。
　次のいずれかにあてはまる場合は、「低栄養」要注意です。
▷食事を作るのがおっくう
▷食欲がないので、少ししか食べない
▷魚、野菜中心で、肉や卵はほとんど食べない
▷食事より健康によいといわれる特定保健用食品が中心
◆「低栄養」の体への影響
「体力」「筋力」「免疫力」などが低下
　　　　　　　⇩
「骨折」「貧血」「風邪」「肺炎」「心臓病」「寝たきり」など
◆「低栄養」を予防する食事のポイント
①食事は楽しく食べる
②毎日3回、規則正しい時間に食べる
③適度な運動をする
④おやつや栄養補助食品を上手にとる

⑤肉、魚、卵、牛乳、大豆、海藻、芋、果物、油、緑黄色野
菜の10品目を毎日とる

◆町で実施している予防対策《在宅昼食サービス事業》
　町は、利用者に栄養バランスのとれた食事を提供し、その
利用者の安否確認を行うことを目的に、在宅昼食サービス
事業を行っています。

【対象者】一人暮らし高齢者、高齢者だけの世帯、日中独居
高齢者で特殊な病人食を必要としない人

【提供日】月曜日〜金曜日（祝日、12月29日〜翌年1月3
日を除く）

【費　用】1食400円
【問い合わせ・申込先】町役場福祉課（☎692-6474、雫石
町地域包括支援センター☎691-1105）

？？

？

？

？？

？
？

？

？
町で見かけた何コレ？ わが町

これが
番1

町内随一の歴史を
有する雫石郵便局

第 16回

歴史の古い郵便局

　茶筒のようなずんどうのボディー、学生帽みたい
なひさしが付いた差し入れ口。昭和のノスタルジー
を感じさせる丸形郵便ポストが今でも町内にあるの
をご存じですか。「丸形ポスト」の愛称で呼ばれる「郵
便差出箱 1号（丸形）」は、1949 年（昭和 24 年）
にデビュー。鉄製で赤く塗られ、高さ 135㎝、直径
40㎝のずんぐりした形が愛らしく、町内では雫石駅
やホテル森の風、南部富士見ハイツ、そして小岩井
農場まきば園の 4カ所が現役で使用されています。
町内のポストの設置数は全部で 37カ所。丸形ポスト
は昭和の名残を感じさせてくれます。

昭
和
の
名
残
を
感
じ
る

丸
形
郵
便
ポ
ス
ト

小
岩
井
農
場
ま
き
ば
園
入

り
口
に
あ
る
丸
形
ポ
ス
ト 　左記の話題と関連して、今回は町内郵便局の歴

史の古さを調べてみました。1872 年（明治 5年）
郵便制度の実施によって全国的に郵便局が設置さ
れることとなり、本町では、1874 年（明治 7年）
12月雫石郵便局が開設され、現在まで 137 年の
歴史を有します。次いで 1876 年（明治 9年）
橋場郵便局が開設。当時、県内の郵便局は 59局
との記録が残っています。そして 1907 年（明治
40年）に小岩井郵便局。昭和に入り、1934 年（昭
和 9年）には西山郵便局、1938 年（昭和 13年）
御所郵便局、翌年に御明神郵便局がそれぞれ開設
されました。明治 9年の郵便書状は、2銭の切手
を貼って送ることができたそうです。（町史から）

在
宅
昼
食
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例

　雫石町地域包括支援センターはでは、高齢者の
皆さんの生活を総合的に支援しています。
　お気軽にご相談ください。
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まちの話題・出来事紹介

●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020−0595（住所不要）
電話番号：直通692−6570
FAX番号：692−1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

　南畑小学校（菊池忠雄校長、児童35人）では、
特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘（菊池賢次園長）と
の交流が伝統となっています。同校の5年生と6年
生 10人は、6月 10日に日赤鶯鳴荘を訪問し、入
所者と一緒にサルビアやベゴニア、マリーゴールド、
ペチニアの花の苗を丹念に鉢に植えました。参加し
た児童は、入所者とふれあいながら、植栽を通して
心の交流を楽しんでいました。

　雫石町新社会人フォローアップセミナーが、6月
22日に中央公民館で行われ、町出身者または町内
事業所勤務の新社会人23人が参加しました。新社
会人に自分を見つめ直し、ほかの参加者と交流を通
じながら今後のやる気につなげてもらおうと、町と
商工会、ジョブカフェいわてが主催し、今回で6回目。
セミナーは、グループワーク形式で行い、お互いの
考えを発表。参加者からは、「自分に足りない部分に
気づくことができた」などの感想が寄せられました。

　町は、6月 18日に「キャンドルナイト2011in 雫石」を世界アル
ペン記念公園で開催しました。このイベントは、小学生が作成した牛乳
パック灯籠（とうろう）を使い、廃食用油で作成した手づくりろうそく
を点灯。幻想的なろうそくの明かりの中で、牛乳パックで作る夢明かり
コンテストの優秀作品の表彰、環境に配慮した活動発表、昔語りや講演
などが行われ、約80人が参加しました。
【牛乳パックで作る夢明かりコンテスト受賞者】
○小学校低学年の部
最優秀賞▷岩浅　琴音（安庭小学校3年）
優秀賞▷渡辺　里奈
　（雫石小学校3年）
優秀賞▷駒木野　舞
　（西根小学校1年）
○小学校高学年の部
最優秀賞▷土橋　矢梛
　（安庭小学校5年）
優秀賞▷小田　大夢
　（南畑小学校6年）
優秀賞▷南川　歩未
　（七ツ森小学校4年）

植栽を通して心の交流
南畑小学校が日赤鶯鳴荘を訪問

仕事と自分見つめ直そう
新社会人を応援するセミナー

電気を消して環境を考えよう
ろうそくの明かりの中で朗読や講演会

植栽を通じて交流する児童と入所者

6月 10日 6月22日

6月18日

会場をやさしい光で照らし出した牛乳パック灯籠

グループで課題に取り組む参加者
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TOWN…TOPICS

　安庭小学校の1年生らが6月16日、九十九沢の
小原果樹園を訪れ、リンゴの摘果作業を体験しまし
た。1年生らの恒例行事で17年目。青空の下、児
童13人は、果樹園を所有する小原一周さんの指導
を受け、早生ふじ2本の果実を丁寧にはさみで切り
落としました。摘果は、9月の収穫に向けリンゴの
成長を促すため余分な果実を摘む作業。児童たちは
秋の収穫を楽しみに真剣な表情で作業を行いました。
収穫後はジャムなどを作り全校に振る舞う予定です。

　産直しずくいし出荷組合（上川原毅組合長、組合員
102人）は、7月2日と3日の両日、道の駅雫石あ
ねっこで開業10周年記念イベントを開催しました。
組合員による「雫石よしゃれ」の手踊りや餅まき、お
楽しみ抽選会などが行われ、多くの来場者でにぎわい
ました。同道の駅は平成13年7月1日に開業。産
直の原点「新鮮、安全、安心」を柱に売り上げを順調
に伸ばし、平成20年度は1億7千万円を記録する
など北東北でも有数の産直となっています。

「秋の収穫が楽しみ」
安庭小で恒例のリンゴ摘果体験

産直しずくいし出荷組合
開業10周年記念イベント開催

多数の来場者でにぎわいを見せた7月2日の餅まき

6月 16日

7月2日、3日
①職種�②基本給�③求人番号④必要資
格など　注）◉印は正社員採用

杏仁合資会社（町内）：◉①看護師②133,000円〜149,000円③
03010−15092711 ④デイサービス勤務経験半年以上、看護師ま
たは准看護師　医療法人仁泉会ショートステイおうしゅく（鴬宿）：①生
活相談員② 155,000円〜195,000円③ 03010-19705811④
社会福祉主事（必須）、ヘルパー 1級・2級のいずれか、1種普通免許、
経験者優遇　同（鴬宿）：①介護職員② 13万円〜16万円③ 03010
−19191511④介護福祉士・ヘルパー 1級・2級のいずれか、1種
普通免許　同（鴬宿）：①看護師② 145,000円〜19万円③ 03010
−12373411④正看護師・准看護師免許のどちらか、1種普通免
許　同（鴬宿）：◉①看護師② 185,000円〜21万円③ 03010−
12374011④正看護師・准看護師免許のどちらか、1種普通免許　 一
般社団法人　東日本福祉手技療法会（町内）：◉①エステティシャン
② 135,000 円〜184,000 円③ 03010−19142011 ④エステ
ティシャン認定資格があれば尚可、高卒以上　同（町内）：◉①リラク
セーションセラピスト② 135,000 円〜184,000 円③ 03010−
19145911④高卒以上　㈱いわて清流園（長山）：◉①サービス管理責
任者② 20万円〜25万円③ 03010−15652911④障害者支援業務
経験 5年以上、1種普通免許（AT限定可）　㈱くるみの家（町内）：①一般
事務②17万円③03010−15916611④パソコン操作（ワード・エク
セル）、1種普通免許（AT限定可）、大卒　㈱ケーエヌ工業（柿木）：◉①
電気工② 188,000円〜282,000円③ 03010−15810311④施
工管理経験者に限る、1種普通免許（AT限定不可）、高卒以上　㈱ビル
ド遠藤（町内）：①建設機械オペレーターおよび普通作業員② 20万円〜
275,000円③ 03011−00247611④車両系建設機械（オペレー
ターは必須）、大型自動車（除雪業務は必須）、大型特殊あれば尚可、経
験3年以上　㈱銀河調剤（町内）：◉①薬剤師②232,000円〜45万
円③03010−19170111④薬剤師、大卒（薬学）　合同会社ふれあ
いの家（稲荷下）：◉①ケアマネージャー②18万円〜19万円③03010
−20460511④介護支援専門員、看護師資格あれば尚可、1種普通免
許（AT限定可）、経験あれば尚可　　山下縫製工業㈲（上町西）：◉①婦
人服製造工② 115,966円③ 03010−12631311④不問　社会福
祉法人康済会障害者支援施設「うぐいすの郷」（西安庭）：①介護職員②
147,000円③ 03010−20704011④ヘルパー 2級以上あれば尚
可　社団医療法人康生会鶯宿温泉病院（南畑）：◉①看護師② 19万円〜
30万円③ 03010−20053311④看護師　同（南畑）◉①医療事務
② 136,000円〜200,000円③ 03010−19041111④医療事務
実務経験者、1種普通免許（AT限定可）、高卒以上　同（南畑）①経理事
務② 129,920円〜146,160円③ 03010−13727511④経理実
務経験、1種普通免許（AT限定可）、高卒以上　同（南畑）①一般事務②
129,920円〜146,160円③ 03010−19049611④ 1種普通免
許（AT限定可）、高卒以上　同（南畑）：◉①准看護師② 168,000円〜
269,200円③ 03010−13375611④准看護師免許　同（南畑）：◉
①看護師② 19万円〜25万円③ 03010−13377111④看護師免許…
小岩井農牧㈱小岩井農場（丸谷地）：①牛の飼養管理② 140,070円〜
167,670円③ 03010−15837911④畜産業の経験者もしくは自
宅での飼養経験があれば尚可、1種普通免許、高卒以上　美容室 Be
−Free（町内）：◉①美容師またはエステティシャン② 125,000円〜
143,000円③ 03010−15162911④美容師免許あれば尚可、専
門学校卒以上　㈲上中屋敷重機（御明神）：◉①土木作業員②161,000
円〜184,000円③ 03010−18674211④経験者尚可　同（御明
神）：◉①営業職② 20万円〜30万円③ 03010−13336811④ 1種
普通免許（AT限定不可）、土木施工管理技師 1級または 2級あれば尚可　
同（御明神）：◉① 10tダンプ運転手② 161,000円〜184,000円③
03010−13338511④大型自動車運転免許、1年以上の大型自動車
運転経験　㈲西武建設工業（中沼）：◉①土木作業員② 161,000円〜
184,000円③ 03010−15014611④ 1種普通免許（AT限定不
可）、建設関係免許（車両系、玉掛けなど）あれば尚可、経験者優遇　㈲
夢工舎（長山）：◉①大工② 156,000円〜286,000円③ 03010−
15623511④ 1種普通免許（AT限定不可）、建築施工管理または建築
士資格あれば優遇、実務経験 3年以上　㈲山本工業（万田渡）：◉①防水
工② 12万円〜15万円③ 03010−15655811④ 1種普通免許、高
卒以上
※6月 21日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった事業所の
求人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第
一部門（☎624−8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。
また、事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください。なお、すでに
充足済みとなっている場合もありますので、ご了承ください。※役場１
階に求人情報を掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場観光
商工課（☎直通692-6497）

町の求人情報

収穫を楽しみに摘果に取り組む児童たち
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〜震災復興に向けた町の取り組み〜

提
示
で
高
速
道
路
料
金
無
料

被
災
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

がんばろう岩手!
高速道路の
無料期間 平成23年6月20日から1年間

無料対象と
なる自動車

東日本大震災によるり災証明書または被災証明書の発行を
受けた人が運転または乗車する自動車

利用方法

インターチェンジ入口：一般と表示されたレーンで通行券
を取る

インターチェンジ出口：同レーンで係員に通行券を渡し、
被災証明書と本人確認ができる免
許証などを提示

※ETCレーンでの利用は、無料措置の対象になりません。

申
請
方
法

受付時間 平日の午前8時30分〜午後5時15分

発行場所 町役場2階総務課

対　象 平成23年3月11日に本町に住民登録があり、自宅な
どが停電になった人

必要書類 印鑑、運転免許証や健康保険証など本人確認ができるもの

手数料 無料

申請書
6月21日配布した申請書をご使用いただくか町役場総務
課前に備え付けています。また、町のホームページ内「東
日本大震災関連情報」からもダウンロードできます。

◆被災証明書の申請方法など
　

町
は
、
六
月
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十
日
か
ら
開
始
さ
れ
た

東
北
地
方
の
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速
料
金
無
料
措
置
に
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た
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に
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す
。
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当
（
☎
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9
2
・
6
4
9
0
）

受付開始時間から多くの人が申請に
訪れた受付初日（6月20日）の様子

　町と岩手県緑化推進委員会雫石支部で
は、7月6日、東日本大震災被災地の一日
も早い復興と、町内に一時避難された人の
安定した生活と社会復帰を祈念し、「東日
本大震災復興祈念植樹」を行いました。こ
の植樹には、深谷町長をはじめ、森林組合
関係者や町内への一時避難者71人が参加
し、雫石プリンスホテルと鶯宿温泉「さく
らの広場」それぞれにハナミズキ6本を植
樹し祈念標柱を立てました。
　雫石プリンスホテルでは、30人が参加
し植樹が行われ、山田町の佐々木房子さん
（76歳）が「願いは、一日も早く仮設住宅
に入居し自立した生活を送ること。復興の
日まで強い気持ちを持ち続け頑張りたい」
と決意を述べました。

被
災
地
復
興
支
援
の
た
め

町
職
員
長
期
派
遣
を
実
施

復興祈念し町内一時避難者とハナミズキを植樹
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な
お
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で
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町
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田
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復興を祈念し鶯宿温泉「さく
らの広場」に植樹する参加者

雫石プリンスホテル敷地内にの
植樹で祈念標柱を立てる参加者

町管理職に異動がありました

　7月 1日付けで、町管理職
2人に異動がありました。
※職名、氏名（前職）
◆総務課長
　▷小原千里（議会事務局長）
◆議会事務局長
　▷千葉昇（経営推進課主査）
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　発行月に 3歳の誕生日を迎える
子を紹介しています。掲載を希望す
る人は左記までお申し込みください。

7

　いつもお兄ちゃんと仮面ライダーやスーパー戦隊など
のヒーローごっこをして遊んでいます。
　顔も声も性格も全く違う双子ですが、二人仲良く思い
やりと優しさを持って成長していって欲しいと思います。

石
塚 

大ひ
ろ
と翔

く
ん
・
陽は
る
と翔

く
ん

賢
一
・
友
美
夫
妻
の
子

（
中
町
一
）

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募

お待ちしています
【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子の
名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、住
所（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生月
の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020−0595（住所記載不要）雫石町役場　
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。

　本町と八幡平市、滝沢村主催による岩手山（2,038
メートル）の山開きが 7月 1日行われました。御神坂
登山口で実施された神事には、深谷町長をはじめ、山
岳関係者ら約 40人と自衛隊員約 40人が参加。今年一
年の山の安全と東日本大震災からの復興を祈念しまし
た。3コースから合流した一行は県内 34市町村旗と山
田町、大槌町の大漁旗を掲げて山頂に到着。ピッケル
交換を行なうとともに、深谷町長が「がんばろう三唱」
を行い、岩手県最高峰から沿岸に向けて被災地復興を
祈念しエールを送りました。

7月 1日岩手山で山開き
山の安全と震災復興を祈念

今年の岩手山山開きには大漁旗がたなびきました

「写真ニュース」配信しています
　町は、7月 1日から町のホームページ上で「写
真ニュース」を配信しています。
　「写真ニュース」は、皆さんに速報性の高い情
報を提供することを目的に、町内で行われた出
来事を写真と簡単な文章で紹介しています。本
紙で紹介している行事のほか、紹介できないさ
まざまな行事についても順次配信していきます
ので、どうぞご覧ください。

　野菜が大好きで、祖母の育てた野菜を収穫するのも大
好きです。これからもごはんをたくさん食べて元気に遊
んでください。

櫻
田 

凛り
ん

ち
ゃ
ん

顕
也
・
七
海
夫
妻
の
子

（
葛
根
田
）
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページですお・知・ら・せお・知・ら・せ

（5月届け出分）
おめでた� カッコ内は保護者名
4月
26�佐々木莞

か ん た

汰・男（ 潤 ）谷 地
　5月
1� 鈴木　千

せ ん な

梛・男（一将）鴬 宿
2� 木村　心

み さ き

咲・女（雄一）安 栖
4� 小志戸前悠

ゆうと

翔・男（健一）小赤沢
6� 中野　柚

ゆ ず き

輝・男（幸平）上町三
16�金今　暖

は る く

空・男（慎也）晴 山
23�上中屋敷然

ぜん

・男（ 翔 ）和 野

おくやみ�カッコ内は享年と世帯主名

5月
3� 竹花ハツエ（85・ 賢 ）陽和郷
5� 沢口勘十郎（81・本人）和 野
5� 山本今朝次郎（89・昭雄）外桝沢
7� 安本與平治（78・冨士夫）橋 場
7� 山本　ヨネ（96・本人）外桝沢
11�上澤田良作（80・稔雄）横 欠
11�山﨑　竹次（73・本人）東 町
16�紺野ヤエノ（92・淳一）片子沢
16�新沼　　亨（57・本人）町 場
17�米田　亮介（23・和美） 林
20�谷地幸一郎（70・本人）土 橋
21�山崎　スエ（91・守一）小 松
25�新里　忠榮（83・久栄）上春木場
25�畑山　昌介（58・本人）天 戸
29�岩持　キエ（81・本人）岩 持
29�櫻糀　チヨ（78・淳一）野 中
29�髙橋　保富（72・本人）和 野
30�小林　幸栄（72・本人）片子沢

税情報
町・県民税の納税通知書発送
　たばこ税は、購入されたたばこに
かかる税金で、たばこ販売所の所在
する市町村に納められます。平成
22 年度に町内で販売された本数は、
約 2,600 万本（前年 2,900 万本）で、
たばこ税は税率が上がったことを受
けて約 9,600 万円（前年 9,400 万
円）でした。たばこ税は、町歳入の
4.48％を占め郷土雫石の発展のた
めに使われています。喫煙される人
は健康や周りへのマナーに心掛け、
たばこを購入する際は、なるべく町
内でお買い求めください。詳しくは、
町役場税務課町税管理担当（☎ 692
−6482）までお問い合わせください。

　この条例は、障がいについての理解
を促進するとともに、障がいのある人
に対する不利益な取り扱いを解消し、
障がいのある人とない人とが互いに権
利を尊重し合いながら共に学び共に生
きる地域づくりを推進することを目的
として制定されたものです。
　同日から、市町村社会福祉協議会に
障がいのある人に対する不利益な取り
扱いの相談受付窓口が開設されまし
た。詳細は岩手県ホームページ内の当
課ページをご覧ください。問県保健福
祉部障がい保健福祉課（☎ 629-5447）

　2 月 7 日は北方領土の日です。この
機会に国後、色丹、歯舞、択捉の北方
四島の問題に関心を持ち、一日も早い
解決を目指しましょう。
【募集期間】9月 30 日（当日消印有効）
【応募資格】高校生以上の人
【応募内用】北方領土返還要求運動が
さらに高まるように、「北方領土の日」
ポスター（B2 版）として使用するた
めのデザイン
【応募規定】▷A3または B3 版（縦）
▷画材、画法は自由・手書きまたはデ
ジタルプリントで応募▷応募点数は無
制限▷その他、作品の中に必ず 2月 7
日が北方領土の日であることが分かる
ようにする。
【作品の送り先】北海道総務部北方対
策本部（〒 060-8588　札幌市中央区
北 3条西 6丁目　☎ 011-204-5069）
【問い合わせ先】町役場総務課（☎
692-6488）

　町では、行政運営の一層の透明性を
図り、町民に開かれた信頼あるまちづ
くりを進めるため、町長交際費の支出
状況を公開しています。また、町ホー
ムページでも公開しています。

町長交際費を
公開します
町長交際費を
公開します

交際費の支出状況（５月）
５月 累計（4月〜5月）

14 件 71,000 円 151,000 円
「北方領土の日」ポスター
コンテストの作品募集
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お・知・ら・せ

　平成 24 年 3 月卒業予定の大学・短
大などの学生と、3年以内の既卒者で
盛岡公共職業安定所管内の企業に就職
希望の一般求職者を対象に、「もりお
か就職面接会」を開催します。
【日時】7月 22 日（金）13 時〜16 時
【場所】ホテルメトロポリタン盛岡本
館 4階
【問い合わせ先】盛岡市商工観光部企
業立地雇用課（☎ 651-4111）

　防衛省では、来年 3月または 4月採
用の自衛官募集を次のとおり受け付け
ます。
【募集種目・受験資格】平成 24 年 4 月
1 日に 18 歳以上で、自衛官候補生と
一般候補生は 27 歳未満、看護学生は
24 歳未満、航空学生は 21 歳未満の人。
併願できます。
【受付期間】8月 1日〜9月 9日、看護
学生は 9月 5日〜9月 30 日
【試験期日】9月 17 日〜10 月下旬（種
目により異なります）
【問い合わせ先】詳しくは、自衛隊岩
手地方協力本部盛岡募集案内所（☎
641-5191）まで

　「障がいのある人もない人も共に学
び共に生きる岩手県づくり条例」が 7
月 1日に施行されました。

　厚生労働省では、7月 31 日現在で、
常用労働者を 1人から 4人雇用してい
る事業所（本町は西山地区の一部）を
対象に、毎月勤労統計調査と区別調査
を実施します。
　この調査は、対象事業所における賃
金、労働時間および労働者数の動向を
都道府県別に明らかにするなどの目的
を持つ大切な調査です。対象になる事
業所には、8月と 9月にかけて統計調
査員が訪問し、聞き取りにより調査票
を作成します。調査票に書かれた内容
は、「統計法」により統計以外の目的
に用いられることは禁じられ、厳しく
秘密が守られています。調査への理解
と回答をお願いします。
【問い合わせ先】岩手県政策地域部調
査統計課（☎ 629-5306）

　ベビー（インファント）マッサージ
体験をしながら、赤ちゃんとのスキン
シップを楽しみましょう。
※「インファント」は乳幼児の意味です。
【日時】8月 4日（木）10 時〜11 時 30 分
【場所】雫石町地域子育て支援センター
【対象】はいはい前の赤ちゃんとその
家族（申し込み順約 10 組）
【講師】西里真澄さん（助産師）
【受講料】無料
【申込期限】7月 29 日（金）
【主催・問い合わせ先】雫石町地域子
育て支援センター（☎ 692-0722）

毎月勤労統計調査
特別調査を実施します

防衛省で来年度採用す
る自衛官・学生を募集

育児講座「ベビー（インファ
ント）マッサージ体験」

問健康推進課　☎692-2227

※ 35歳から 5歳きざみで 60歳までの人

「となりのしずくいしさん家」は健康づくりに
ついての情報を漫画でわかりやすく紹介します。
〜「来月は節目総合健診！」の巻〜
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て
い
ま
す
が
…

ご
め
ん
ね
。
そ
の
日
は

節
目
総
合
健
診
を
受
け

る
の
よ
。
次
の
週
な
ら
…

え
？

そ
う
そ
う
　

メ
タ
ボ
健
診
と
ガ
ン
健
診
が

一
度
に
受
け
ら
れ
る
の

あ
ら
、
も
し
か
し
て

あ
な
た
も
対
象
じ
ゃ
な
い
？

大
丈
夫
よ
、
今
か
ら
申
し

込
ん
で
も
間
に
合
う
か
ら

健
康
推
進
課
に
電
話
し
て

み
てう

ん
、
腹
囲
も
測
る
よ

　え
？

　ダ
イ
エ
ッ
ト
？

い
え
い
え

そ
ん
な
た
い
そ
う
な
こ

と
は
し
て
な
い
わ
よ
〜

8
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
行
い

ま
す
！
対
象
年
齢（
※
）
で
ま

だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
は
ど

う
ぞ
お
電
話
く
だ
さ
い
！

う
ふ
ふ
ふ
♡

大学卒業予定者など対象に
「もりおか就職面接会」開催

「共に学び共に生きる岩
手県づくり条例」が施行
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「
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
活
動
や
特
技
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
町
関
係
者
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
7月15日、8月5日（毎月第1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ684kHz）／8時45分〜50分（5分間）

広
報
し
ず
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し
●
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）
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発
行
／
雫
石
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集
／
経
営
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進
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雫
石
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番
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☎
0
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9
−
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−
2
1
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow

n.shizukuishi.iw
ate.jp/

※この日程は医師の都合で変更になることがあります

休日救急当番医

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
フ
ェ
ザ
ー
級
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン岩手のジムから初の日本チャンピオンとなった十二林稔選手

こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
周
り
の
人
た
ち
の
お
か
げ

あ
き
ら
め
ず
自
分
を
信
じ
て
世
界
を
目
指
し
た
い

十
二
林
稔 

さ
ん
（
30
歳
・
八
丁
野
）

じ
ゅ
う
に
ば
や
し
・
み
の
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
・
・
昭
和
55
年
12
月
2
日
、
十
二
林
正
勝
、
末
子
夫
妻
の
長
男
と
し
て
誕
生
。
高
校
時

代
は
陸
上
部
の
中
長
距
離
選
手
と
し
て
活
躍
。
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
き
っ
か
け
は
、就
職
し
た
神
奈
川
県
で
体
験
。
そ
の
後
、帰
郷
し
、

県
内
初
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
の
ホ
ソ
カ
ワ
ジ
ム
（
盛
岡
市
）
に
入
門
。
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
後
、見
事
15
選
目
で
タ
イ
ト
ル
獲
得
。

普
段
は
、
週
に
6
日
夜
ジ
ム
に
通
っ
て
シ
ャ
ド
ー
や
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
趣
味
は
気
分
転
換
に
始
め
た
登
山
。

震
災
か
ら
岩
手
は
絶
対
に

復
興
す
る
と
い
う
強
い
信

念
で
リ
ン
グ
に
上
が
っ
た

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
日
本
フ
ェ
ザ
ー

級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
。
五
月
八
日
、
東

京
・
後
楽
園
ホ
ー
ル
で
十
二
林
稔
選
手

は
、
終
始
優
勢
に
試
合
を
運
び
、
岩
手

の
ジ
ム
か
ら
、
初
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

当
初
、
三
月
二
十
六
日
の
王
座
戦
の

予
定
が
、
震
災
の
影
響
で
延
期
。
当
日

は
大
槌
町
で
被
災
し
た
友
人
も
応
援
に

駆
け
つ
け
、「
絶
対
に
復
興
す
る
と
い

う
信
念
と
勇
気
」
を
も
ら
い
ま
し
た
と

話
す
十
二
林
選
手
。
判
定
は
３
対
０
の

圧
勝
。「
ジ
ム
の
会
長
や
ト
レ
ー
ナ
ー
、

仲
間
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
こ
こ

ま
で
来
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

指
導
す
る
ジ
ム
の
細
川
英
男
会
長

は
、「
技
術
よ
り
心
を
教
え
た
い
。
誰

し
も
勝
利
者
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
自
分
を
信
じ
る

こ
と
が
大
事
。
格
闘
技
は
相
手
を
傷
つ

け
る
こ
と
で
は
な
く
、
困
難
に
逃
げ
な

い
力
を
養
う
競
技
」
と
説
き
ま
す
。
現

在
ジ
ム
に
は
、
女
性
二
人
を
含
み
十
一

人
が
プ
ロ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
。

　

十
二
林
選
手
の
次
の
目
標
は
、
七
月

二
十
四
日
、
二
つ
目
の
国
内
タ
イ
ト
ル

マ
ッ
チ
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の
足

が
か
り
に
な
る
よ
う
練
習
に
も
熱
が
入

り
ま
す
。
世
界
に
羽
ば
た
こ
う
と
雫
石

の
若
者
の
熱
い
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

大

あとがき
●人事異動で広報の担当を離れることになり
ました。広報の仕事を通して、多くの町民の
皆さんと出会い、元気をもらいました。「広
報紙読んだよ」という声に励まされ 2 年 3 カ
月間、本当にありがとうございました。 （千）
●見る人を感動させる 1 枚の写真。町には素
晴らしい景色や多くの行事、そして笑顔の似
合う人がたくさんいます。撮影機会も増え毎
回そんな写真を撮りたいと思うのですが、気
持ちだけが先行している現状。表紙の撮影に
協力してくれた雫石排球団のみんな、ありが
とう。全国大会での活躍、期待してるよ （悟）

●火事・救急 5月末
火　事 0件 （　0件）
救　急 48件 （304件）

※カッコ内は4月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

●人のうごき 平成23年5月末現在

男 8.791人 （1）出生 7人
女 9,455人 （△3）死亡 19人
計 18,246人 （△2）転入 64人

世帯数 6,146世帯 （△1）転出 54人
※カッコ内は前月末増減

◆ 7 月
 17 日
 18 日
 24 日
 31 日
◆ 8 月
 7 日
 14 日
 21 日
 28 日

692-1285
692-2229
692-3907
692-3155

692-3155
693-3202
691-2345
692-3907

篠 村 泌 尿 器 科
御 所 診 療 所
上 原 小 児 科 医 院
雫 石 診 療 所

雫 石 診 療 所
西 山 診 療 所
雫石大森クリニック
上 原 小 児 科 医 院


